
ＶＲを用いた説明の様子

小島委員長の挨拶の様子

オーシャン・ミュージアムでのビーチクリーン

別府市美術館でのオリエンテーション

海辺の自然学校のでの磯遊び

別大付属幼稚園の磯遊びの様子

※上載写真は平成19年の活動、ＷＳＭＡ提供

お知らせお知らせ

　第３回ワークショップは３月１７日に開催致します。このワークショップで

平成２０年度の検討は終了致しますが、平成２１年度も引き続き、「検討会」

と「ワークショップ」による検討を進めていきます。今後ともご協力の程、宜

しくお願いいたします。

※別府港海岸の整備に関する情報は下記別府港湾・空港整備事務所ホームページに随時
掲載していきます。是非ご覧下さい。　http://www.beppu-port.go.jp/

　検討会では、第２回検討会での主要意見とその対応、上人ヶ浜地区

の背後施設及び海岸を利用する団体へのヒアリング結果について事務

局より報告し、確認して頂きました。続いて、ワークショップで座長

を務める菅委員より第１回ワークショップの概要を報告して頂きまし

た（詳細は、別府里浜づくり新聞第23号を参照ください）。

技術検討の報告では、護岸と潜堤に対する整備方針を整理し、沖側

にのみ潜堤を整備する場合（一重堤）と沖側と岸側に潜堤を整備する

場合（二重堤）の２案を提示しました。また、計画検討の報告では、

現状の利用や景観を整理し、技術検討で提示した２案について、整備

により護岸の形状や海側の景観がどのように変化するかを説明しまし

た。説明には、空間のイメージを具体的に示すために、ＶＲ（バーチ

ャルリアリティ）を用いました。

　討議では、海岸の公共性とその利用について、事務局から提示した

整備方針や整備案について、さらに、今後のワークショップの進め方

についてなど、委員の皆様から、さまざまなご意見を頂きました。

今後は以下の考え方で検討を進めていくことが確認されました。

○現地の潮流や海底地形を把握するため、流況調査や深浅測量等の詳

細な調査の実施、及び護岸の老朽化や耐震性補強等の検討により、

技術的な条件を再整理する。

○護岸改良の必要性、また、既存の消波ブロックの撤去あるいは残

置、潜堤の構造、防護水準の設定等は、今年度の検討内容及び来年

度実施する調査結果を受けて、継続して検討する。

○特に、半円形広場部分については、周囲の眺めが良く、自然の磯場

が残り、上人ヶ浜公園に連続し、背後に建物がないという地理的条

件から、構造を部分的に変えることも検討する。

○今後の検討は、ワークショップにおいて整備計画案について十分に

議論を重ね、地域の方の合意形成を図りながら進めていく。

別府港海岸（上人ヶ浜地区）の整備

計画の策定にあたり、行政、学識経験

者及び住民代表からなる第３回別府

港海岸整備計画検討会を、平成 21 年

2 月 17 日 ( 火 ) 午後３時より、ホテ

ルニューツルタにて開催しました。

検討会では、第１回ワークショッ

プの報告に加え、前回の第２回の検

討会の議論を踏まえ、全体の整備の

方向性を確認しました。また、中央

部、南部エリアについて整備案を提

示し、各提案について検討して頂き

ました。

検討会の概要検討会の概要

上人ヶ浜海岸の使われ方上人ヶ浜海岸の使われ方

＜第＜第３回 回 別府港海岸整備計画検討会会次第＞別府港海岸整備計画検討会会次第＞

 １．開会

 ２．議事

　 （１）第２回検討会の意見と対応

　 （２）第１回ワークショップの報告

　 （３）技術検討の報告

　 （４）計画検討の報告

　 （５）第２回ワークショップについて

　 （６）今後のスケジュール

 ３．その他

 ４．閉会

第３回別府港海岸整備計画検討会を開催しました回別府港海岸整備計画検討会を開催しました

検討会では、次年度、流況等の詳細な調査を実施し、技術的な条件を検討会では、次年度、流況等の詳細な調査を実施し、技術的な条件を

再整理した上で、整備案について検討を進めることが確認されました再整理した上で、整備案について検討を進めることが確認されました

上人ヶ浜海岸の利用について、別府市立上人幼稚園と特定非営利活動

法人ウォーターセーフティーマネジメント協会（ＷＳＭＡ）の２団体にお話

を伺いました。

○団体の利用実態について

・幼稚園では年４回上人ヶ浜を利用し、内１回は６月～７月あたりに磯

遊びをしている。

・ＷＳＭＡでは、小学生を対象とした年１回の「海辺の自然学校　みん

なの磯」（磯での体験学習）と年３回の「オーシャン・ミュージアム」（ビーチ

クリーンと拾ったゴミを使った工作）のイベントを開催している。

・両団体とも、小学生や幼稚園児を対象に、１回に参加者３０名程度の

規模で利用しており、場所は上人ヶ浜公園の芝生前や別府市美術館前

の磯場を利用している。

・磯遊びでは、ニナなどの貝拾いやカニ採り、ワカメなどの海藻採りな

どをしている。

○周辺住民の利用実態について

・３月から５月頃の週末を中心に、南部エリア、中央エリアあたりで、

周辺住民の家族連れ等が潮干狩りをしている姿が多く見られる。

・南部エリアは磯遊びに適し、中央エリアのほうは砂地もあり潮干狩り

や貝採りに適している。

・夏には亀川漁港から打ち上げる花火の鑑賞、秋には月見にも利用され

ている。

○上人ヶ浜を利用する理由

・唯一の自然の磯場がある。

・自然の生物が豊富である。（ニナ、ワカメ、イソガニ、ヒライソガニ、

イソガニダマシ、ホンヤドカリ、イソスジエビ、アゴハゼの赤ちゃん、

ヒザラガイ、タチジマイソギンチャク、イシダタミガイ、クモヒトデ　等）

・背後が公園で建物も少なく、見通しがきく。

・婦人会館や別府市立美術館などオリエンテーションや雨天時の雨宿り

などが出来る施設がある。

○上人ヶ浜の利用上の問題点、今後の海岸整備に期待すること

・自然の磯を保全、活用した整備が望ましい。

・子供たちの安全を確保することが第一条件であり、見通しがきくこと

がもっとも重要である。南部エリアは護岸が立ち上がり見通しがきか

ないため、現状では遠足やイベントなどでは利用しづらい。

・ただし、周辺住民の家族連れの場合中央エリアあたりまで利用してい

るので、公園前面の自然豊かな海岸が北側にも続くような整備であれ

ば利用も増えるだろう。

・消波ブロックが撤去され護岸が整備されると、海岸がより利用しやす

くなる。また、人の目があることで背後施設に対して防犯効果がある

のではないか。

○その他

・婦人会館や別府市立美術館など施設があると団体で利用しやすい。

・駐車場が不足している。
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Ｎ ：沖側潜堤の設置

：既設消波ブロックの撤去

：岸側半潜堤の設置

：既設投石漁礁（設置年度）

＜凡 例＞

一重堤の場合一重堤の場合

二重堤の場合二重堤の場合

◇中央エリア及び南部エリア：

　既存消波ブロックを撤去し、

沖側潜堤のみを設置した上

で、護岸を嵩上げする。

◇北部エリア：

　沖側潜堤を延伸することで波

高を減衰させ、許容越波量を

満足させる。

◇中央エリア及び南部エリア：

　既存消波ブロックを撤去し、

沖側潜堤、岸側半潜堤を設置

する。

◇北部エリア：

　沖側潜堤を延伸することで波

高を減衰させ、許容越波量を

満足させる。

一重堤案平面図

二重堤案平面図
L.W.L.±0.00

護岸
法線

+4.70

H.W.L.＋2.50

DL+5.27m

六脚ブロック
4.0t 層積（撤去）

被覆
石

+5.30

L.W.L.±0.00

護岸
法線

+4.70

H.W.L.＋2.50

DL+5.27m

六脚ブロック
4.0t 層積（撤去）

被覆
石

+6.40

（護岸整備のイメージ）

　※半円広場部分
　　高さや幅等は仮

（護岸整備のイメージ）

　※半円広場部分
　　高さや幅等は仮

検討会

・基本計画(案)について検討
・基本計画(案)妥当性の確認

検討体制図

（※別府里浜づくり新聞21号再掲）

住民代表者
による検討
内容の報告

住民代表者
が委員とし
て参画

計画(案)の
検討要請

計画(案)
確認及び
意見

提案・意見
報告

情報の提供
会場提供
専門家等派遣
検討会議事報告

情報発信
情報共有

情報交流
意見収集

ワークショップ
（住民主体）

・行政との情報の共有化
・計画づくりへの住民参加
・議論による住民意見の醸成

別府港湾・空港整備事務所

・全体総括
・計画づくりの枠組みの検討
・基本計画(案)の作成･とりまとめ
・必要な調査の実施
・計画内容の検討
・各種会議の開催、記録
・計画の進行管理

広報活動

【事務所ＨＰの活用】
・みなとの情報BOXでのQ＆A
方式による情報提供

・里浜づくりニュースでの情
報提供

【里浜づくり新聞の作成】
・情報提供・開示

※検討会の委員の名簿は４頁を参照のこと。

二重堤の場合で満潮時の半円広場前から海側の様子

二重堤の場合で干潮時の半円広場前から海側の様子

※干潮時には、赤で示したあたりに岸側潜堤が水面上に現れることが

　想定されます。位置や大きさは確定したものではありません。色や

　材料、形状も含めて景観に配慮し周囲に調和するように検討します。

※満潮時には潜堤は水面下にあり、現在と同様の眺めです。

半円広場

半円広場

護岸及び潜堤配置案及び検討のポイント護岸及び潜堤配置案及び検討のポイント

第３回検討会では、第２回検討会及び第１回ワークショップの議論を踏まえ、潜堤と護岸、消波ブロックの関

係から、防護水準を満足する整備案として、以下の２案を提示し、留意点や課題などを議論していただきまし

た。現段階では、詳細な技術的データがそろっていないため、来年度の調査結果を踏まえ、ご意見を参考にさら

に検討を行います。

岸側潜堤の設置案及び検討のポイント岸側潜堤の設置案及び検討のポイント

今回は新たに、既存の護岸天端高を維持しつつ防護水

準を確保する方法として、沖側と岸側の二重に潜堤を整

備する案を提示しました。現段階での岸側潜堤の概要は、

海岸線から 100ｍ程度の位置に、幅約 20 ～ 30ｍ、天端

高 +1.0ｍの構造物を想定しています（左平面図青部分）。

検討会ではこの岸側潜堤に対し、以下のようなご意見

を頂きました。ご意見を参考に今後の検討を行います。

・天端高 +1.0ｍの場合、干潮時には潜堤の一部が水面か

ら露出することから、波打ち際の景観を守るという点

において周囲の磯場等に対して違和感がある（右下写

真が干潮時のイメージ）。

・水深 0ｍ程度の浅い場所に整備するため、歩いて行く

人が出てきた場合、安全性の確保に課題が残る。

・ヒジキなどが採取できるようになると、地元の方と漁

業者とのトラブルのもとになることが危惧される。

今後の検討の進め方今後の検討の進め方

今回の検討会では、今後の検討の進

め方として、ワークショップでの議論

を重視しながら進めたいとのご意見を

頂きました。そして、ワークショップ

の進め方については、出来るだけ回数

を増やすなどして、地域の方と議論す

る時間を増やしたいとのご意見もあり

ました。

例えば、第１回のワークショップで

は、中央、南部エリアの護岸前面の利

用について、参加者の方から多様なご

意見を伺いました。検討会では、これ

らのご意見に対し、技術的かつ専門的

な視点からいくつかの解決方法を検討

し、整備計画案を作成します。一方、

ワークショップでは、この複数の解決

方法をベースに議論を重ね、その上で、

地域の方が合意しながら案を絞り込ん

でいく作業を進めていきます。

今後は、模型などを用いて、空間の

イメージや整備の前提条件などを分か

りやすく説明し、情報の共有化に努め、

合意形成を図りながら議論を進めてい

く予定です。

防護施設整備の検討のポイント防護施設整備の検討のポイント

・防護施設は、護岸の老朽化や耐震性補強等の条件の整理、及び来年度実施する流況等の詳細な調査結果から、

護岸改良の必要性、また、既存の消波ブロックの撤去あるいは残置、潜堤の構造等について、防護水準を

満足する整備方法を検討する。

・潜堤は、環境共生の観点から、既存の投石魚礁に配慮し、潮流等による影響が出ないように配置する。

・半円広場部分は自然の磯場が前面に広がり、背後にも建物がない場所であるため、磯場にかかる位置に配置

された岸側潜堤を小さくするように、構造を部分的に変えることを検討する。

岸側潜堤の検討のポイント岸側潜堤の検討のポイント

・二重堤を採用する場合は、景観に配慮し周辺の自然

に調和するよう平面配置、形状、材料等を検討する。

・安全面や漁業者とのトラブル回避のために、利用に

ついてのサインの表示やルール作りが必要である。
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